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米中貿易戦争の激化に加え，コロナウィルス

によるパンデミックが世界を襲う中で刊行され

た本書は，米中経済戦争の本質とそのアジア各

国への影響，今後の対策について考察すること

を目的としている。米中経済戦争が国際経済秩

序，そしてアジア各国経済にどのような影響を

及ぼすのかを理解しておくことは，コロナ後の

アジア経済を考えるうえで必須だからである。

本書は 3 部，13 章で構成され，アジア各国

を含む専門家が分担執筆している。第 1部「米

中経済戦争−その経緯」は，第 1章で米中経済

戦争の米国における通商政策と政策決定過程を

トランプ政権に焦点をあて詳細に検討し，第 2

章で米中経済摩擦の経済的背景と追加関税賦課

の経緯を論じている。第 2部「中国の産業政策

と米中経済戦争の影響」では，第 3 章で 40 年

間の中国の産業政策の展開過程とそれが持続的

成長につながったメカニズムを詳細に分析し，

第 4 章は，米中貿易戦争が中国製造 2025 と一

帯一路戦略にもたらす影響とデカップリングの

行方を分析し，第 5章は中国の投融資体制と対

一帯一路直接投資を地方セクターの投資拡大に

注目して検討している。

第 3部「東アジア諸国への影響と対応」の第

6 章は米中貿易戦争の韓国経済への影響をマク

ロ経済および産業別に分析し，第 7章は製造業

の GVC 参加の視点からタイの経済成長と貿易

に対する米中貿易戦争の影響と今後の戦略を論

じている。第 8章は米中貿易戦争にともなう中

国からベトナムへの生産移管に焦点をあてベト

ナムが選好される理由と生産移管の現状を総合

的に論じ，第 9章はベトナムの原材料・部品分

野の競争力の弱さの根本的原因をベトナム製造

業の鼎構造に求め，問題点と競争力強化の方策

を検討している。

第 4 部「日本への影響と対応」では，第 10

章で日本経済，日系企業への影響を考察し，第

11 章は米中貿易戦争で安全保障の観点で焦点

となっている 5G についてファーウェイの技術

的優位，米国のファーウェイ排除と日本の選択

を論じている。第 12 章は米中貿易戦争下で進

むアジアの地域経済統合を CPTPP と RCEP

を取り上げて考察し，補論でインドが RCEP

に慎重な理由を説明している。第 13 章は産業

集積の移転とグローバル・バリューチェーンの

形成への参加を日中両国および世界経済にプラ

スとなりうる日本の選択肢として論じている。

国際経済の大きな動きを読むには，ミクロ的

な状況を判断する虫の眼，マクロ的な動向を把

握する鳥の眼，潮目の変化を読む魚の眼が必要

といわれる。本書は，この 3つの眼，しかも慧

眼の持ち主による分析である。たとえば，第 3

章では，GDP 規模で米中逆転が起き，経済面

で覇権国家の転換が起きる可能性が高いことを

指摘し，2020 年から自由貿易試験区，新型イ

ンフラ建設，一帯一路共同建設が相互に連結す

る三位一体の産業政策により中国の産業集積の

構築を目指しているという大きな動きを指摘し

ている。第 4章では，中国ではコア技術の自主

開発の必要性について長年議論が行われてきた

が，米中貿易戦争により終止符が打たれ自主開

発に舵をきるという大きな潮目の変化が起きた

ことが指摘されている。極めて豊富な内容を持

つ本書をコロナ後の東アジア経済の将来を考え

るための必読書として強く薦めたい。
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